
情報通信審議会 有線放送部会（第１９回）議事概要 

 

１ 日 時  

平成 19 年 7 月 11 日（水） 10 時 00 分～11 時 25 分 

 

２ 場 所  

  総務省第１会議室（低層棟１階）  

 

３ 出席者（敬称略） 

(1)  委 員 

根元 義章（部会長）、関根 千佳（部会長代理）、大谷 和子、 

長村 康彦、根岸 哲 

（以上５名）  

(2) 事務局 

   今林情報通信政策局総務課長 

 (3) 総務省 

小笠原情報通信政策局長、河内審議官、吉田地上放送課長、 

藤島地域放送課長、本間地域放送課技術企画官 

 

４ 議 題（アは公開、イ及びウは非公開にて審議） 

諮問事項 

 

ア．有線テレビジョン放送法施行規則の一部改正について 

【諮問第１１７７号】 

 

審議の結果、当部会としては、諮問のとおり改正することが適当である

旨の答申をした。 

 

〔内容〕 

本件は、本年３月２８日に開催された、第４７回情報通信技術分科会に

おいて一部答申された事項を受けて、総務省において関係の省令及び告示

の改正を行うもの 

 

イ．豊後高田市の有線テレビジョン放送施設の設置許可について 

 【諮問第１１７８号】 

 



審議の結果、当部会としては、諮問のとおり施設の設置を許可すること

が適当である旨、答申をした。 

 

〔内容〕 

本件は、平成１７年３月の１市２町（豊後高田市、真玉町及び香々町）

合併で誕生した豊後高田市において、市自らが地域密着型の情報インフラ

としてＦＴＴＨ方式によるケーブルテレビ施設を設置し、これを活用する

ことにより、地上波放送の再送信、多チャンネル放送、生活情報・行政情

報などのコミュニティチャンネル等のサービスを実施するとともにブロー

ドバンドサービスも行い、高度地域情報基盤を整備するために申請があっ

たもの 

 

ウ．諮問第１１７２号、諮問第１１７３号、諮問第１１７４号及び諮問 

 第１１７５号に関する審議 

 

 

前回６月１１日に行った意見の聴取及びこれまでの審議経過を踏まえ、

本件各諮問に関する論点整理を行い、それぞれの論点について議論を行っ

た。 

 

＜主な論点＞ 

・放送の地域性や県域免許制度との関係について 

・地域限定ＣＭの取扱いについて               

・ワンセグ放送及びデータ放送の取扱いについて        

・経営的な影響と地元放送事業者の承諾について    

・著作権処理について  

・視聴者や地元経済に与える影響について     

・アナログ視聴者の保護について          

・アナログ放送の再送信に関する同意状況について     

・裁定制度の見直しについて 

 

〔内容〕 

大分ケーブルテレコム株式会社、シーティービーメディア株式会社、株

式会社ケーブルテレビ佐伯及び大分ケーブルネットワーク株式会社の各社

から、それぞれアール・ケー・ビー毎日放送株式会社、九州朝日放送株式

会社、株式会社テレビ西日本及び株式会社福岡放送に対して、デジタルテ



レビジョン放送の再送信を求めて、有線テレビジョン放送法第１３条第３

項に基づき、総務大臣への裁定の申請があったもの。 

 

 

本部会にて配付された資料をご覧になりたい方は、総務省ＨＰにおいて 

公開しておりますのでご覧ください。【配付資料】 

 

担当：総務省情報通信政策局総務課情報通信審議会係 濱元、浅川 

電話  ０３－５２５３－５６９４ 

ＦＡＸ ０３－５２５３－５７１４ 

メール t-council@ml.soumu.go.jp 
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